
岐阜県立八百津高等学校の存続を求める意見書�

　全国的な少子化が問題になる中、岐阜県でも県立高等学校の再編が検討されており、わが町の県立

八百津高等学校（以下「八百津高校」という。）も対象の範囲内にあると聞き及んでいます。�

　八百津高校は昭和１８年に八百津高等女学校として設置され、昭和２３年に県立八百津高等学校となり

定時制課程も併設され、地域の人々の大切な学び舎として伝統を受け継いできました。さらに平成１６

年度からは連携型中高一貫教育を開始し、さらに平成２８年には町内各企業・事業所の協力を得たデュ

アルシステムによる企業実習も始まります。また、学生達は当町の地理的条件を活かした部活動で

八百津町の知名度を上げ、八百津祭りなど地域の行事に積極的に参加をし、住民との触れ合いによる

地域の活性化、商工業の発展に大きな役割を果たしています。�

　本町のように私学も無く、しかも鉄道も無いなど公共交通機関が十分でない通学不便地域の者でも

教育は平等に与えられるものであり、教育の場が都市部に集中することは過疎地をさらに限界集落へ

と追い込むことになり、地元に高等学校が必要不可欠と考えますので、画一的な統廃合はせずに地理

的要件に配慮して当校を是非とも存続していただくよう強く要望します。�

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。�

　　平成２７年１２月１５日�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県八百津町議会�

岐　阜　県　知　事　　様　　　岐 阜 県 教 育 長　　様�

3月4日（金）�3月定例会は� 開会の予定です�
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1月19日松川教育長に意見書を提出�

やおつ議会だより No.161 2016.2ー 10 ー�
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